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〒〒009933--00001133  

北北海海道道網網走走市市南南 33条条西西 33丁丁目目

TTEELL  00115522((4433))33003311

FFAAXX  00115522((4433))66661155
  

令令和和４４年年９９月月号号  

NNoo..３３２２２２  

当当所所はは経経済済産産業業省省よよりり、、

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関  

にに認認定定さされれてていいまますす。。

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関ととはは……経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

 

ＬＩＮＥ公式アカウントを開設しました！ 

会
員
事
業
所
に
発
刊
す
る
毎
月
の 

本
誌
を
デ
ジ
タ
ル
版
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に 

て
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

是
非
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に 

ご
登
録
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

★★
「「
友友
だだ
ちち
」」
登登
録録
方方
法法  

★★  

 

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り 

「
友
だ
ち
追
加
」
を
押
し
て
登
録
が 

完
了
し
ま
す
。
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ 

よ
り
Ｉ
Ｄ
検
索
で
も
登
録
可
能
で
す
）

    

 

ああばばししりり産産品品をを全全国国へへ  
 

あばしり自宅で 

満喫プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

特設通販サイトＱＲ 

abashiri.net 

保
存
で
職
場
ス
ッ
キ
リ
セ
ミ
ナ
ー
』 

（
８
月
２９
日
（
月
）
）
を
対
面
受
講 

と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ 

ド
形
式
で
開
催
。 

 

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
デ 

ジ
タ
ル
化
実
態
調
査
で
示
さ
れ
た
課 

題
解
決
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
推
進 

者
の
育
成
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
１０ 

月
に
隔
週
３
日
間
で
集
中
研
修
（
詳 

細
は
同
封
チ
ラ
シ
を
参
照
）
を
実
施 

す
る
等
、
テ
ー
マ
別
に
Ｄ
Ｘ
シ
リ
ー 

ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

 

 

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
い
た 

だ
け
な
い
皆
様
に
も
随
時
ご
相
談
い 

た
だ
け
る
よ
う
、
９
月
よ
り
Ｉ
Ｔ
導 

入
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
導
入
に
係
る
個
別
相
談 

会
『
事
業
プ
ロ
セ
ス
相
談
室
』
を
開 

設
し
ま
す
。 

セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
会
と
も
に 

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り 

ご
参
照
・
お
申
込
み
い 

た
だ
け
ま
す
。 

  

DDXX シシリリーーズズ各各種種セセミミナナーーをを随随時時開開催催中中！！  

 

当
所
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を

受
け
る
事
業
者
の
支
援
体
制
の
強

化
に
向
け
、
生
産
性
の
向
上
や
業
務

効
率
化
を
図
る
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
を
重
点
事
業
に
掲
げ
、
事
業
者
へ

の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

デ
ジ
タ
ル
化
の
必
要
性
の
認
識

や
事
業
者
個
々
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
に
向
け
、
令
和
４
年

度
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
と
題

し
、
こ
れ
ま
で
４
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。 

 

直
近
で
は
、
公
認
会
計
士
・
税
理

士
の
藤
原
誉
康
氏
（
税
理
士
法
人
北

翔
会
計
代
表
社
員
）
を
講
師
に
、
電

子
帳
簿
保
存
法
・
電
子
取
引
関
係
に

対
応
し
た
『
請
求
書
や
領
収
書
が
電

子
メ
ー
ル
で
来
た
時
の
対
応
セ
ミ

ナ
ー
』
（
７
月
２８
日
（
木
）
開
催
）

電
子
帳
簿
保
存
法
の
改
正
で
書
類

の
ス
キ
ャ
ナ
保
存
で
求
め
ら
れ
る

要
件
の
理
解
や
保
存
方
法
な
ど
を

具
体
的
に
解
説
す
る
『
書
類
を
写
真

友だち募集中 

 

当
所
で
は
、
所
内
に
お
け
る
デ
ジ 

タ
ル
化
推
進
の
一
環
と
し
て
、
会
員 

事
業
所
へ
の
新
た
な
ツ
ー
ル
を
活
用 

し
た
情
報
発
信
の
取
組
と
し
て
、
Ｌ 

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し 

ま
し
た
。 

 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
「
友
だ 

ち
」
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
税 

務
や
金
融
な
ど
経
営
に
関
す
る
様
々 

な
情
報
の
他
、
地
域
の
話
題
や
イ
ベ 

ン
ト
、
支
援
金
、
補
助
金
な
ど
の
最 

新
情
報
を
毎
月
１
日
・
１１
日
・
２１ 

日
の
３
回
を
基
本
に
情
報
を
配
信
し 

て
参
り
ま
す
。 

ID @721ouafo 
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１１
．．
開開
催催
結結
果果
にに
つつ
いい
てて  

    

開
催
日 
令
和
４
年
７
月

１５
日
（
金
） 

場 

所 

網
走
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル 

参
加
企
業
２６
社
、
回
答
（
２４
件
） 

参
加
学
生
６２
名
、
回
答
（
５５
名
） 

 

○○
参参
加加
しし
たた
感感
想想
にに
つつ
いい
てて  

 

 

①
良
か
っ
た 

 

（
２２
件
） 

 

②
普
通 

 
 

 

（
１
件
） 

 

③
良
く
な
か
っ
た
（
１
件
） 

 

※
③
の
良
く
な
か
っ
た
理
由 

 
 

説
明
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た 

た
め
当
社
の
ブ
ー
ス
に
訪
れ
た 

学
生
が
少
な
く
採
用
が
不
安
。 

 

○○
開開
催催
時時
期期
にに
つつ
いい
てて  

 

①
適
当
だ
っ
た 

（
２３
件
） 

②
別
の
時
期
が
良
い
（
１
社
） 

※
７
月
末
を
希
望 

 

○○
学学
生生
とと
のの
話話
合合
いい
人人
数数  

 

 

①
全
ブ
ー
ス
合
計
（
１９０
件
） 

 

 

②
１
ブ
ー
ス
平
均
（
８．６
件
） 

 

 

③
１
ブ
ー
ス
最
大
（
１８
件
） 

 

 

④
１
ブ
ー
ス
最
低
（
４
件
） 

 
 

  

○○
高高
校校
生生
のの
印印
象象
にに
つつ
いい
てて  

 

・
興
味
の
あ
る
生
徒
は
、
良
く
聞
き 

 

た
く
さ
ん
質
問
し
て
く
れ
る
こ
と 

が
多
か
っ
た
。 

・
我
々
の
説
明
に
対
し
て
、
し
っ
か 

 

り
反
応
し
て
く
れ
た
た
め
、
説
明 

す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。 

・
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
の
殆
ど
が 

真
面
目
な
印
象
を
受
け
た
。 

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
好
き
の
生
徒
が
多 

 

か
っ
た
。 

・
事
務
職
を
希
望
す
る
生
徒
が
多
か 

 
っ
た
。 

・
話
を
聞
く
姿
勢
が
良
か
っ
た
。 

・
メ
モ
を
取
る
な
ど
と
て
も
印
象
が 

 

良
か
っ
た
。 

 

○○
まま
たた
企企
業業
説説
明明
会会
がが
ああ
れれ
ばば
参参
加加  

ささ
れれ
まま
すす
かか
？？  

  

 

①
参
加
す
る 

（
２４
人
） 

 

②
参
加
し
な
い
（
０
人
） 

 

○○
説説
明明
会会
にに
対対
すす
るる
意意
見見
・・
要要
望望  

 

・
学
生
入
場
後
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
長 

す
ぎ
る
た
め
、
短
く
し
て
ほ
し
い
。

・
最
初
の
待
ち
時
間
が
長
い
と
思
う
。

・
ス
ク
リ
ー
ン
が
見
え
な
い
の
で
、 

 

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
に
し 

 

て
ほ
し
い
。 

 

当当所所「「令令和和４４年年度度  合合同同企企業業説説明明会会」」開開催催後後  
                  参参加加企企業業とと学学生生にに感感想想ををおお聞聞ききししままししたた！！

参参
加加
企企
業業
のの
意意
見見
・・
感感
想想

学学
生生
たた
ちち
のの
意意
見見
・・
感感
想想

○○
開開
催催
時時
期期
にに
つつ
いい
てて  

 

①
適
当
だ
っ
た 

 

（
５５
人
） 

②
別
の
時
期
が
良
い
（
１
人
） 

※
７
月
中
旬
を
希
望 

 

○○
参参
加加
企企
業業
のの
数数
にに
つつ
いい
てて  

 

 

①
十
分
だ
っ
た 

（
４９
人
） 

 
②
不
十
分 

 
 

（
６
人
） 

 
 

※
不
十
分
で
あ
る
理
由 

 
 

・
業
種
が
少
な
か
っ
た 

 
 

・
目
的
の
企
業
が
参
加
が
な
い 

 
 

・
企
業
数
が
少
な
い 

  

○○
就就
職職
先先
をを
決決
めめ
るる
上上
でで
参参
考考
にに  

  
  

  
  

  
  

  

なな
りり
まま
しし
たた
かか
？？  

  

 

①
参
考
に
な
っ
た 

 
 

（
５０
人
）

 

 

②
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
（
１
人
）

 

 
 

※
理
由
、
希
望
す
る
企
業
が
参 

 
 

 

加
し
て
い
な
い
た
め
。 

 

③
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
（
４
人
）

 

 

○○
各各
ブブ
ーー
スス
担担
当当
者者
とと
話話
しし
てて
分分
かか  

っっ
たた
ここ
とと  

 

 

①
勤
務
時
間
・
休
暇
・
賃
金
・
手 

 
 

当
等
労
働
条
件 

 
 

（
４６
人
）

 

 

②
事
業
内
容
・
生
産
品
等
（
３２
人
）

 

 

③
仕
事
内
容
・
作
業
内
容
（
４９
人
）

 

 

④
会
社
が
求
め
る
人
物
像
と
採
用 

 
 

時
に
重
視
す
る
こ
と 

（
３７
人
）

 

 

⑤
従
業
員
数
・
企
業
規
模
（
２５
人
）

 

 

⑥
会
社
の
方
針 

 
 

 

（
２６
人
）

 

 

○○
担担
当当
者者
とと
話話
しし
てて
わわ
かか
らら
なな
かか
っっ  

たた
ここ
とと
・・
知知
りり
たた
かか
っっ
たた
ここ
とと  

  

 

①
仕
事
内
容 

 
 

 
 

（
１１
人
）

 

 

②
賃
金
体
制 

 
 

 
 

（
７
人
）

 

 

③
休
日
に
つ
い
て 

 
 

（
１１
人
）

 

 

④
残
業
に
つ
い
て 

 
 

（
１８
人
）

 

 

⑤
通
勤
時
間 

 
 

 
 

（
８
人
）

 

 

⑥
従
業
員
数
・
企
業
規
模
（
８
人
）

 

 

  

企企業業担担当当者者（（左左））とと学学生生（（右右））のの様様子子  
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網網走走市市事事業業継継続続緊緊急急支支援援金金ににつついいてて  

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響および原材料等の価格高騰の影響を受け、上記、

北海道の道内事業者等事業継続緊急支援金の対象となる事業者に 10 万円を上乗せして給 

付されます。 

◎◎対対象象事事業業者者  

北海道の道内事業者等事業継続緊急支援金を受給する者であって、次の要件を全て満た

す事業者（※地域公共交通運行継続支援金の受給事業者は対象外） 

１．市内に本社が所在する法人又は代表者住所が市内にある個人事業者 

※本社が市外の場合、法人市民税が課税されていることが確認できる書類が必要です。 

２．市内に店舗、作業所、事務所などを有していること（賃貸可） 

◎◎申申請請のの手手順順  

１．北海道へ道内事業者等事業継続緊急支援金申請 ※上記のとおり 

２．北海道支援金支給決定・給付 

３．網走市へ事業継続緊急支援金申請 

４．網走市支援金支給決定・給付 

◎◎申申請請書書類類  

１１．．個個人人事事業業者者  

①網走市事業継続緊急支援金交付申請書兼請求書 

②北海道から北海道支援金の給付要件を満たしたことにより通知される「道内事業  

者等事業継続緊急支援金」給付決定通知書の写し 

③代表者の住所及び事務所などが市内にあることを確認できる書類 

２２．．法法人人  

 ①網走市事業継続緊急支援金交付申請書兼請求書 

②北海道から北海道支援金の給付要件を満たしたことにより通知される「道内事業者等

事業継続緊急支援金」給付決定通知書の写し 

③市内に本社が所在すること、もしくは市内に事業所等を有し法人市民税が課税されて

いることが確認できる書類 

※申請窓口は網走市商工労働課へ提出してください。 
 

※お問合わせ・ご相談について 当所相談所（☎0152‐43-3031）まで 

 

北北海海道道「「事事業業者者等等事事業業継継続続緊緊急急支支援援金金」」ににつついいてて  

新型コロナウイルス感染症の影響による売上の減少に加え、原材料等の価格高騰による

影響を受けている事業者に支援金が給付されます。 

◎◎対対象象事事業業者者  ※※次次のの２２つつのの要要件件ををどどちちららもも満満たたししてていいるる必必要要ががあありりまますす。。  

要要件件１１（（売売上上条条件件））  

令和 3年 11 月～令和 4年 10 月までのいずれかの月の売上が平成 30 年 11 月～令和 2 

年 3 月までの同月比で 20%以上減少。 

要要件件２２（（原原材材料料等等ココスストト要要件件））  

令和 3年 11 月～令和 4年 10 月までのいずれかの月に購入した原材料等の単価が令和

2年 11 月～令和 3年 10 月までのいずれかの月の単価よりも増加。 

◎◎給給  付付  額額  

中小・小規模事業者：１０万円  個人事業者：５万円 

◎◎受受付付期期間間  

  令和４年１０月３１日（月）まで 

◎◎申申請請方方法法  

ＷＥＢ経由での電子申請、または郵送による申請 

※申請書類は網走市役所商工労働課にございます。 

≪北海道支援金のお問合わせ先≫ 

◆コールセンター☎011-350-6711（受付時間：平日 8:45～17:30） 

◆専用ホームページＵＲＬ（https://kinkyushien-r4-hokkaido.jp/） 
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【【国国税税庁庁】】「「消消費費税税ののイインンボボイイスス制制度度」」登登録録申申請請をを受受付付中中！！

令和５年１０月１日からインボイス制度が始まります。インボイスを交付する事業者と 

 なるには事前に登録申請が必要です。 
 

≪≪申申請請手手続続≫≫  

  インボイス制度の開始に伴い、事業者の方が適格請求書（インボイス）を交付するため 

 には、納税地を所轄する税務署長に対して登録申請書を提出し、適格請求書発行事業者に

なる必要があります。税務署における審査を経て、「適格請求書発行事業者」として登録

された場合「登録通知書」が送付されます。 
 

≪≪ee--TTaaxxにによよるる登登録録申申請請手手続続きき≫≫  

  登録申請手続等を「e-Taxソフト」の他、パソコンを利用して申請する「e-Taxソフト 

 （WEB版）」及びスマートフォンやタブレットを利用して申請する「e-Taxソフト（SP版）」 

 により行うことができます。この申請については、画面に表示された質問に回答していく 

ことで、入力漏れ等がなくスムーズに申請データを作成することが可能です。 
 

≪≪事事前前にに準準備備がが必必要要ななもものの≫≫  

・電子証明書（マイナンバーカード等） 

・利用者識別番号等（※）「e-Taxソフト（WEB版）」及び「e-Taxソフト（SP版）」で取得することも可 

能です。 

・個人事業者の方はスマートフォンからでもe-Taxで申請が可能です。 

・e-Taxソフトのご利用には事前にマイナンバーカードの取得が必要です。 

☆☆全全国国どどここかかららででもも参参加加可可能能ななオオンンラライインン説説明明会会右右記記ＱＱＲＲココーードドよよりり。。  
◎◎イインンボボイイスス制制度度ににつついいてて一一般般的的ななごご相相談談等等はは下下記記、、専専用用ダダイイヤヤルルへへ  

（（００１１２２００－－２２００５５－－５５５５３３））無無料料（（受受付付時時間間 99::0000～～1177::0000、、土土日日祝祝除除くく））  

ココロロナナ融融資資のの返返済済にに不不安安をを感感じじらられれてていいるる事事業業者者へへののおお知知ららせせ！！  

実質無利子・無担保のコロナ融資の返済が始まりましたが、業況の回復が見込めず返済

に不安を感じている事業者もいらっしゃることが想定されます。金融機関との相談により

下記のような方法で既存借入の条件変更等を行うことにより、返済負担の軽減を図ること

も可能ですので、当所または取引金融機関等にご相談ください。 
１１．．借借換換ののごご相相談談  

新たにコロナ融資を活用し、既存の残債を借換し返済期間、据置期間を再度設定し直

すことが可能です。 
２２．．返返済済額額ののごご相相談談  

月月々々のの返返済済額額のの減減額額  
  月の返済負担が大きい為、一時的に返済額を減らしてほしい 

返返済済期期間間のの変変更更  
 返済期間を延ばして、月々の返済額を減らしてほしい。 
返返済済のの猶猶予予  

据え置き期間を設定していなかったが、据え置き期間を新たに設定したい、または、

据置期間が終わるが、経営が厳しいので据置期間を延長したい。 
※借入れ条件の変更可否については、金融機関や保証協会などの審査がありますため、ご

期待に添えられない場合がありますことをご了承ください。 
※詳細・ご相談について 当所（☎0１５２―４３―３０３１）まで 
※新型コロナウイルス感染症特別貸付については下記よりご確認下さい。 

◎日本政策金融公庫ホームページ 
（https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/covid_19_m.html） 
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事事業業所所名名  

ﾘﾘﾌﾌﾚﾚｸｸｿｿﾛﾛｼｼﾞ゙ｰー&&ﾘﾘﾗﾗｸｸｾｾﾞ゙ｰーｼｼｮｮﾝﾝ  

ＡＡＬＬＩＩＣＣＥＥ
ア リ ス

  

事事  業業  主主  亀亀山山
かめやま

  一一美美
ひ と み

ささんん  

事事業業内内容容  健健康康ササーービビスス業業  

住住        所所  網網走走市市字字潮潮見見 4444 番番地地  

3300  
連連  絡絡  先先  

（（TTEELL））00115522--5555--44003388  
  

営営業業時時間間  1100::0000～～2222::0000  

定定  休休  日日  不不定定休休（（完完全全予予約約制制））

  

事事業業所所名名  

JJuunnggllee
ジ ャ ン グ ル

GGyymm
ジ ム

  
  

事事  業業  主主  有有
あり

南南
なみ

  亜亜沙沙
あ さ

美美
み

ささんん  

事事業業内内容容  雑雑貨貨、、ｷｷﾞ゙ﾌﾌﾄﾄ販販売売  

住住        所所    網網走走市市駒駒場場南南 66 丁丁目目２２
                      番番地地 1100 号号

連連  絡絡  先先  00115522--6677--77662255  
  

営営業業時時間間  1100::0000～～1166::0000  

定定  休休  日日  日日曜曜日日・・月月曜曜日日  

会会員員事事業業所所紹紹介介！！  

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

網
走
で
生
活
を
し
て
き
た
中
、
出 

産
後
に
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
て
ゆ
っ 

く
り
と
お
買
物
を
楽
し
め
る
場
所
が 

少
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
同
じ
よ
う 

な
境
遇
に
い
る
マ
マ
達
に
楽
し
い
時 

間
を
過
ご
せ
る
場
を
提
供
し
た
い
と 

思
い
、
平
成
２３
年
７
月
に
市
内
呼
人

で
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を
開
業
。 

 

そ
の
後
、
平
成
２９
年
７
月
、
現
在

地
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。 

  

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

お
店
で
は
、
各
種
お
祝
い
用
の
プ 

レ
ゼ
ン
ト
を
中
心
に
子
供
服
や
様
々 

な
雑
貨
を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
特
に 

最
近
で
は
開
店
祝
や
周
年
祝
い
、
誕 

生
日
祝
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
バ 

ル
ー
ン
ギ
フ
ト
が
人
気
で
あ
る
そ
う 

で
す
。 

 

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

幼
少
期
を
網
走
で
過
ご
し
、
結
婚 

後
、
夫
婦
で
２２
年
間
、
朝
日
新
聞
店 

を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
１２
年
、
ご
主
人
が
ご
逝
去
さ 

れ
た
こ
と
に
よ
り
新
聞
店
は
廃
業
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

以
前
か
ら
健
康
に
関
わ
る
仕
事
を 

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り 

平
成
１５
年
に
英
国
式
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ 

ジ
ス
ト
と
ボ
デ
ィ
エ
ス
テ
の
資
格
を 

取
得
し
現
在
の
お
店
を
開
業
。 

 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

お
店
は
、
森
の
中
に
あ
る
ロ
グ
ハ 

ウ
ス
の
一
室
と
な
っ
て
お
り
、
落
ち 

着
き
の
あ
る
空
間
を
演
出
し
て
い
ま 

す
。 ま

た
こ
れ
ま
で
は
本
格
的
な
英
国 

式
足
裏
健
康
法
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー 

を
主
に
営
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、 

昨
年
、
亀
山
さ
ん
が
足
の
手
術
し
た 

こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
脊
柱
セ
ラ
ピ 

ス
ト
と
し
て
、
天
然
翡
翠
石
を
内
蔵 

し
た
Ａ
Ｉ
ベ
ッ
ト
を
使
用
し
、
温
熱 

療
法
を
行
い
、
自
己
治
癒
力
と
体
の 

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
、
様
々
な 

病
気
の
予
防
を
目
的
と
し
た
施
術
を 

行
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標  

「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
現
在
、
免
疫
力 

を
上
げ
る
事
は
と
て
も
大
切
な
こ
と 

で
す
。
お
店
で
は
初
回
に
限
り
、
お 

試
し
価
格
で
脊
柱
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験 

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
是
非
、

こ
の
機
会
に
一
度
足
を
運
ん
で
ほ
し 

い
で
す
。 

今
後
も
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
頑 

張
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
お
客
様
の
ご
要
望
や
ご
予 

算
に
応
じ
て
ギ
フ
ト
の
ご
提
案
を
し 

て
い
る
そ
う
で
大
変
好
評
と
の
こ
と 

で
し
た
。 

 

現
在
は
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
る 

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、 

バ
ル
ー
ン
を
使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の 

会
場
装
飾
や
お
客
様
の
自
宅
の
装
飾 

等
の
ご
注
文
も
増
え
て
き
て
い
る
そ 

う
で
す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標 

「
こ
れ
か
ら
も
気
軽
に
楽
し
め
、
育 

児
の
息
抜
き
と
な
る
よ
う
な
お
店
づ 

く
り
を
目
指
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で 

い
た
だ
け
る
空
間
を
提
供
し
て
い
き 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

是
非
、
一
度
遊
び
に
い
ら
し
て
く 

だ
さ
い
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 店店舗舗外外観観  

店店舗舗外外観観  

IInnssttaaggrraamm  
ははここちちららかからら  

ＨＨＰＰはは  
ここちちららかからら  
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そ
れ
ま
で
は
小
規
模
な
土
木
工
事 

の
み
請
け
負
っ
て
い
ま
し
た
が
、
従 

業
員
に
様
々
な
免
許
を
取
得
さ
せ
る 

な
ど
し
て
、
大
き
な
公
共
事
業
等
に 

も
着
手
。
業
績
も
大
き
く
飛
躍
さ
せ 

る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
の
こ
と
。 

 

平
成
２２
年
６
月
に
は
、
美
幌
町
の 

網
走
石
材
工
業
㈱
の
採
石
場
を
購
入 

し
、
採
石
業
の
拡
大
を
図
る
他
、
平 

成
２９
年
３
月
に
は
、
市
内
字
潮
見
に 

社
屋
を
新
築
。 

 

こ
れ
を
機
に
市
内
能
取
に
あ
っ
た 

本
社
を
潮
見
に
移
転
す
る
こ
と
に
至 

り
ま
し
た
。 

 

本
年
４
月
に
は
役
員
変
更
を
行
い
、

ご
子
息
で
あ
る
湯
浅
英
樹
氏
が
３
代 

目
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。 

 

湯
浅
勝
美
氏
は
取
締
役
会
長
に
就 

任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
事
業
は
順
調
に
推
進
、
現
在
は
運 

送
業
を
主
体
に
、
一
般
土
木
建
築
工 

事
業
、
採
石
製
造
業
、
廃
棄
物
処
理 

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

湯湯浅浅工工業業㈱㈱  

取取締締役役会会長長  
湯湯浅浅  勝勝美美  氏氏  

を
設
置
し
、
事
業
内
容
の
幅
を
広
げ 

る
と
共
に
、
社
名
を
「
湯
浅
工
業
有 

限
会
社
」
に
変
更
。 

 

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
事
業
拡
大
に 

貢
献
し
た
湯
浅
勝
美
氏
が
２
代
目
の 

代
表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
６１
年
１２
月
に
は
、
一
般
区 

域
貨
物
自
動
車
運
転
事
業
免
許
を
取 

得
。
こ
れ
に
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用 

し
て
、
他
人
か
ら
運
送
の
依
頼
を
受 

け
て
荷
物
を
運
送
し
、
運
賃
を
得
る 

こ
と
が
可
能
と
な
り
更
な
る
事
業
拡 

大
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
得
た
利
益
等
も
会
社
の
繁 

栄
の
た
め
に
と
費
や
し
、
毎
年
少
し 

ず
つ
ト
ラ
ッ
ク
重
機
を
増
や
し
て
い 

っ
た
そ
う
で
す
。 

 

平
成
１３
年
５
月
に
は
、
大
澤
常
雄 

氏
を
統
括
部
長
と
し
て
招
き
、
土
木 

工
事
の
業
務
内
容
も
格
段
に
広
が
っ 

た
と
の
こ
と
。 

「
創
業
５８
年
目
を
迎
え
、
長
年
に 

亘
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
支
え 

て
く
れ
た
地
域
の
皆
様
や
市
民
の
ご 

協
力
と
社
員
が
安
全
に
作
業
に
従
事 

し
て
く
れ
る
お
か
げ
で
、
大
き
な
事 

故
や
ケ
ガ
等
な
く
こ
れ
ま
で
発
展
す 

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
次
世
代
が
網
走
市
内
に 

お
い
て
安
心
・
安
全
に
生
活
し
て
い 

け
る
よ
う
地
域
発
展
に
微
力
な
が
ら 

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
参
り 

ま
す
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

能能取取ににああるる旧旧本本社社（（上上））とと潮潮見見のの新新本本社社（（下下））  

創創
業業
５５８８
年年  

運運
送送
業業
をを
主主
体体
にに
土土
木木
建建
築築
・・
採採
石石
製製
造造
等等  

市市
民民
生生
活活
にに
重重
要要
なな
仕仕
事事
をを
担担
うう  

  
  

湯湯
浅浅
工工
業業
㈱㈱  

昭
和
３９
年
、
創
業
者
で
あ
る
現
会 

長
の
父
、
湯
浅
仲
一
氏
は
、
市
内
の 

海
岸
に
面
す
る
私
有
地
の
砂
を
取
り 

除
き
畑
化
す
る
計
画
が
あ
っ
た
こ
と 

か
ら
、
そ
の
砂
を
販
売
す
れ
ば
事
業 

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、
昭 

和
３９
年
６
月
、
市
内
能
取
に
お
い
て 

「
能
湯
砂
販
売
有
限
会
社
」
を
設
立 

し
ま
し
た
。 

 

当
時
、
日
本
は
経
済
成
長
期
で
あ 

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
期
待
を
込
め
て 

ご
子
息
で
あ
る
現
会
長
の
湯
浅
勝
美 

氏
に
仕
事
を
一
任
し
、
事
業
を
拡
大
。

２０
年
後
と
な
る
、
昭
和
５８
年
８
月 

に
は
網
走
市
中
園
に
採
石
プ
ラ
ン
ト 

 

を
広
げ

共
に
社

を
「
湯
浅
工
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 第
２９
回
あ
ば
し
り
七
福
神
ま
つ
り 

  
 

地
元
・
網
走
お
よ
び
全
国
各
地
の 

 

物
産
や
グ
ル
メ
を
集
め
た
人
気
の
イ 

 

ベ
ン
ト
で
す
。
ア
プ
ト
４
（
網
走
中 

 

央
商
店
街
）
を
舞
台
に
、
各
種
露
店 

 

や
縁
日
コ
ー
ナ
ー
が
数
多
く
並
ぶ
他
、

 

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
開
か
れ
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
七
福
神
宝
船
行
列
や
ダ
ン 

 

ス
等
の
他
、
千
円
札
の
つ
か
み
ど
り 

 

や
豪
華
景
品
が
当
た
る
七
福
神
大
抽 

選
会
等
も
開
か
れ
祭
り
を
盛
り
上
げ 

ま
す
。 

開開  催催  日日：：令令和和４４年年９９月月３３日日（（土土））～～４４日日（（日日））  
  ３３日日（（土土））／／午午前前１１００時時～～午午後後５５時時  
  ４４日日（（日日））／／午午前前１１００時時～～午午後後４４時時  

開開催催場場所所：：アアププトト４４（（網網走走中中央央商商店店街街））・・西西３３ププララザザ  
内内    容容：：七七福福神神大大抽抽選選会会、、ダダンンスス、、物物産産・・味味覚覚  

イイベベンントト、、ビビアアガガーーデデンン等等

２０２２. あばしり秋のイベント 

 

 

 

 
第

５７
回
網
走
・

能
取
湖
さ
ん
ご
草
祭
り 

第
８
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２ 

  
 

能
取
湖
畔
に
広
が
る
さ
ん
ご
草
の 

 

絶
景
を
眺
め
な
が
ら
歌
や
お
ど
り
等 

の
催
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
イ 

ベ
ン
ト
で
す
。 

 
 

真
っ
赤
な
絨
毯
の
よ
う
に
も
見
え 

 

る
日
本
一
の
さ
ん
ご
草
群
生
地
を
見 

る
た
め
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観
光 

客
が
押
し
寄
せ
ま
す
。 

 

本
年
、
３
年
ぶ
り
に
さ
ん
ご
草
の 

見
頃
に
合
わ
せ
た
中
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

開開  催催  日日：：令令和和４４年年９９月月１１００日日（（土土））～～１１１１日日（（日日））

  両両  日日／／午午前前９９時時～～午午後後３３時時  
開開催催場場所所：：卯卯原原内内能能取取湖湖畔畔（（ささんんごご草草祭祭りり会会場場））  
内内    容容：：地地元元小小中中学学校校にによよるる演演奏奏会会、、東東農農大大にに  

よよるる YYOOSSAAKKOOII ソソーーラランン演演舞舞、、歌歌謡謡シシ

ョョーー、、ホホタタテテややツツブブのの即即売売会会等等

  
 

数
々
の
映
画
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の 

 

ロ
ケ
地
で
あ
る
能
取
岬
等
、
雄
大
な 

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
絶
景
を
楽
し
む
こ
と 

が
で
き
る
「
第
８
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
網 

走
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２
」
が
開
催
さ 

れ
ま
す
。 

 

本
年
も
参
加
者
の
完
走
を
目
指
し 

や
す
い
制
限
時
間
と
し
て
い
る
他
、 

マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
の
お
も
て
な
し
ブ 

ー
ス
等
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
充
実 

し
た
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

開開  会会  式式：：令令和和４４年年９９月月２２４４日日（（土土））開開会会式式  
・・抽抽選選会会／／午午後後４４時時～～  

開開  催催  日日：：２２５５日日（（日日））ｽｽﾀﾀｰーﾄﾄ午午前前８８時時４４５５分分～～  
開開催催場場所所：：前前日日のの開開会会式式等等（（網網走走市市民民会会館館））  

ママララソソンンのの部部（（網網走走刑刑務務所所前前））  
３３㎞㎞・・５５㎞㎞のの部部（（大大曲曲湖湖畔畔園園地地内内））

網走&全国各地のうまいものが大集合！ 

さんご草とオホーツクの味覚を堪能！ 

オホーツクの食・景観・歴史を満喫！ 
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網走商工会議所９月のスケジュール 

◆ １日（木） ・インボイス制度対応セミナー 

◆ ２日（金） ・令和４年度東北海道商工会議所 

          連絡協議会事務局長会議・懇親会 

◆ ３日（土） ・第２９回あばしり七福神まつり 

          （4 日まで） 

◆ ４日（日） ・網走商工会議所青年部８月例会 

◆ ５日（月） ・事業プロセス相談室（7 日まで） 

◆ ６日（火） ・共済推進会議 

         ・総務財政委員会 

◆ ７日（水） ・商工会議所・商工会の経営指導 

員及び市町村職員向け中小企業 

支援に関する勉強会 

 

◆ ９日（金） ・網走商工会議所青年部役員会 

◆１２日（月） ・オホーツク地域中小企業支援ネッ 

トワーク会議 

◆１５日（木） ・網走桂陽高等学校インターンシップ 

         ・事業承継相談室 

         ・日本商工会議所創立１００周年 

記念「第１３５回通常会員総会」 

（ハイブリッド） 

◆２８日（水） ・ＩＴ活用補助金セミナー 

 

 

 

当当所所のの会会員員拡拡大大（（組組織織力力向向上上））ににごご協協力力をを‼‼  
  

当所では、網走地域において事業を営む方々の意見を集約し、要望活動や各種事業を実施して

いる他、地域振興や社会福祉の推進を図る他、企業における経営・税金・金融等、会員事業所の

経営上の悩みをサポートする様々なサービスなどを行っています。 

是非、この機会に未加入事業所の情報提供およびご推薦についてご協力願います。 

 

※詳細、お問合せは当所（☎0152-43-3031）まで 
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